
単位：千円 給料月額 減額月額

市長 940 94
副市長 800 80
教育長 720 72

水道管理者 700 70
合計 3160 316

コロナ対策　特別職10％削減額

6ヵ月合計で、189万6千円減額

2019年度 入札件数 くじ引き数 くじ比率％
市長部局 302 61 20.20
水道事業 84 31 36.90
合計 386 92 23.83

年度 2015 2016 2017 2018 2019 合計
予定価格（定価） 76.7 91.5 100.6 69.1 83.9 421.8
発注金額 59 69.3 82.3 58.3 70.5 339.4
差金（残額） 17.1 22.2 18.4 10.8 13.3 81.8

差金（残額率）　％ 22.3 24.3 18.3 15.6 15.9 19.3

各年度入札結果　　　　　　　　　　（単位：億円）

削減内容

オンブズひまわり、
市民ネット、共産
党、会派に属さない
３名　　　計10名

さくら会、
公明党、
自由民主さく
ら　計17名

議員一人当たり
支給額等

議員報酬　10％ｘ6ヵ月 7,776 0 月額46万円他
議員期末手当　10％ 3,460 0 月数2.67ヵ月

議会視察 3,920 3,920 随行職員含む
政務活動費　5万円/人 －　　 1,400 年間48万円

合計 15,156 5,320

コロナ対策　議会費削減案比較（単位：千円）

県内市
（全３７市）

報酬　比
率ｘ月数

期末手当
比率

1 千葉 30％ｘ１
2 銚子 10%
3 館山 5％ｘ10
4 木更津 10％x10
5 野田 30%
6 茂原 30％x1
7 成田 10％x3
8 東金 10％x6
9 旭 10％x3
10 市原 30％x1
11 我孫子 約10％
12 鴨川 5％x9
13 鎌ヶ谷 10％x6
14 君津 10％x9
15 富津 10％x9
16 浦安 10％x6 10%
17 袖ヶ浦 10％x6
18 南房総 30%
19 香取 10％x3
20 山武 10％x3

各市議会報酬期末手当削減率

担当部署 佐倉市の各施策への課題

企画政策部 市民の声に対する丁寧な対応。ホームページの見やすさ改善
財政部 入札の適正化による財政健全化について他部と協力
議会事務局 委員会のインターネット動画配信の推進

会計年度任用職員と正規職員との格差是正

資産管理経営室 各施設のコロナ対応計画を検討

契約検査室
入札における、落札業者のくじ引き決定を無くす。入札差金を確
保する。最小の経費で最大の効果を上げる。

選挙管理委員会 違法な政治活動、選挙活動を無くす

市民部 住民票等のコンビニ発行コストの是正

危機管理室 ハザードマップ改正のフォロー、避難所充実

学校トイレ洋式化（7年間要）を早める
子どもの自己肯定感の向上。教職員の残業削減
図書館の利用率低下対策

福祉部
福祉サービスの情報発信、サービス提供の迅速化。グループ
ホーム等福祉施設の充実

保育園、学童保育の実質待機児童を無くし保育環境を改善

保育園の保護者会等への支援。病児病後児保育の拡大

新型コロナウイルス対策の充実。加熱式たばこへの警告

環境部
環境問題（気候変動、プラスチック廃棄物等）への啓発。ビン等廃
棄物のコンテナ方式等への検討

土木部 道路規制表示の適正化

都市部
京成佐倉駅北口へのエレベータ設置。地区計画によるパチンコ
店規制の検討

上下水道部
入札における、落札業者のくじ引き決定を無くす。原水購入コスト
削減

総務部

教育委員会

健康子ども
部
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目次
１頁 議員報酬削減案を否決

昨年度決算入札くじ引き
民主主義の非西洋起源

２頁 8～9月定例議会概要
議会の日程短縮
委員会のネット配信要望
新佐倉図書館建設工事

佐倉市議会では、議員の報酬、期末手当 各１０％削減案を否決

（会派）市民オンブズマンひまわり会

特
に
昨
年
度
の
入
札

で
は
、
左
表
の
ご
と
く

約
24
％
（
92
件
）
が

く
じ
引
き
に
よ
る
落
札

者
決
定
で
あ
り
、
適
正

な
競
争
が
働
い
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

右
表
の
ご
と
く
、
差

金
（
予
定
価
格
よ
り
発

注
が
安
か
っ
た
金
額
）

は
、
入
札
制
度
変
更
に

よ
り
２
０
１
８
年
度
か

ら
大
き
く
減
少
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
19
年

度
は
１
３
・
３
億
円
で

す
。佐

倉
市
の
発
注
金
額

は
多
額
で
す
の
で
、

「
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
挙
げ
る
」
こ

と
に
よ
り
、
差
金
も
多

額
に
な
り
ま
す
。

差
金
は
、
執
行
残
額

と
し
て
、
各
種
の
事
業

に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
も
有
効
で

す
。そ

の
た
め
に
も
、
入

札
制
度
は
17
年
度
並
み

に
戻
す
べ
き
で
す
。

昨
年
度
決
算
で
は

「
入
札
の
く
じ
引
き
」
多
い

一
般
会
計
（
総
事
業
数
６
５
０
）
の
歳
入
決
算
額
は
、
約
５
１
９
億
円
。

歳
出
決
算
額
は
、
約
４
９
８
億
円
。
差
額
の
約
21
億
円
は
、
翌
年
度
へ
繰

り
越
等
さ
れ
た
が
、
積
立
金
の
取
崩
し
が
多
く
実
質
単
年
度
収
支
は
約
12
・

５
億
円
の
赤
字
で
４
年
連
続
の
赤
字
。
ま
た
、
入
札
の
「
く
じ
引
き
落
札

者
決
定
」
が
多
く
、
改
善
が
必
要
。
（
各
課
題
は
表
を
参
照
）

オンブズマンと
は「行政苦情の解
決や行政の適正運
用、人権保護のた
めに行動する人」

です。
市民オンブズマ

ンは、市民がオン

ブズマンのように
活動するものです。
各種の御相談は下
記連絡先にどうぞ。

一緒に活動できる
方を募集中です。

コ
ロ
ナ
対
策
財
源
と

し
て
、
市
長
自
身
が
今

議
会
に
お
い
て
、
特
別

職
給
料
の
10
％
削
減
議

案
を
提
出
し
、
議
員
全

員
が
賛
成
し
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
10
月
か
ら

6
か
月
間
削
減
さ
れ
る
。

（
左
表
参
照
）

同
様
に
コ
ロ
ナ
対
策
財

源
と
し
て
、
議
員
の
報

酬
と
期
末
手
当
各
10
％

削
減
案
（
計
１
５
１
５
万

円
）
が
議
員
10
名
か
ら

提
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
さ
く
ら
会
、

公
明
党
、
自
由
民
主
さ
く

ら
の
17
名
が
反
対
し
否

決
し
た
（
詳
細
裏
面
）
。

そ
し
て
、
議
会
視
察

費
と
政
務
活
動
費
の
一
部

削
減
案
（
合
計
５
３
２
万

円
）
が
可
決
さ
れ
た
。

（
左
表
参
照
）

現
在
、
国
会
議
員
は

20
％
、
千
葉
県
議
は
10

％
の
報
酬
を
今
年
度
削
減

中
。県

内
各
市
議
会
で
は
、

全
37
市
の
内
20
市
に
て

削
減
し
て
い
る
。

（
左
表
参
照
）

『
民
主
主
義
の
非
西
洋
起
源
に
つ
い
て
』

D
・
グ
レ
ー
バ
ー
（
２
０
０
５
）
を
読
ん
で

民
主
主
義
は
西
洋
で
生

ま
れ
た
と
考
え
て
い
る

方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
紀
元
前
数

百
年
前
に
ギ
リ
シ
ャ
の

ア
テ
ネ
で
民
主
政
治
は

発
展
し
た
と
教
わ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
当
時
の
ア

テ
ネ
は
奴
隷
制
の
社
会

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
政

治
に
参
加
で
き
る
の
は

男
性
の
一
部
の
人
で
し

た
。
確
か
に
、
奴
隷
制

の
社
会
を
民
主
的
と
は

と
て
も
言
え
な
い
と
思

い
ま
す
。

著
者
の
グ
レ
ー
バ
ー

は
、
「
い
わ
ゆ
る
民
主

主
義
的
話
し
合
い
（
個

人
の
平
等
に
基
づ
く
）

が
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
や
海
賊
船
に
お
い

て
も
実
践
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
起
源
は
西
洋
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
。
権

力
の
発
生
す
る
と
こ
ろ

に
は
ど
こ
で
も
民
主
主

義
は
生
ま
れ
る
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

民
主
主
義
と
い
う
言

葉
は
、
い
ろ
ん
な
場
所

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

民
主
主
義
と
は
、
集

団
的
会
議
で
平
等
な
投

票
を
通
し
て
意
思
決
定

を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

そ
し
て
、
議
論
に
よ
り

そ
の
内
容
を
深
化
さ
せ

て
ゆ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

一
部
の
人
が
閉
じ

た
場
所
で
話
す
の
で

は
な
く
、
話
し
合
い

の
公
開
で
内
容
が
進

歩
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
会
議
の
公
開

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

「
現
在
の
民
主
主

義
は
、
ま
だ
ま
だ
発

展
途
上
で
あ
り
、
民

主
主
義
と
は
い
え
な

い
面
が
多
い
。
今
後
、

さ
ら
に
民
主
主
義
は

発
展
し
て
、
人
々
が

平
等
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
」
と
著
者
は
述
べ

て
い
ま
す
。

民主主義の起源は西洋ではない

市
長
等
給
料
10
％
削
減

会
期
短
縮
で
も
、

市

議
会
は
削
減
し
な
く

て
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

く
じ
引
き
入
札
を
無

く
し
て
市
民
生
活
を

豊
か
に



議案種類 提出者 件数 主な内容（青字は否決された議案）
可決
数

元年度決
算認定

市長 9

一般会計、国民健康保険、公共用地取
得、農業集落排水、介護保険、災害共
済、後期高齢者医療、水道事業、下水道
事業

9

補正予算 市長 4 一般会計ｘ2、国民健康保険、介護保険 4
条例制定 市長 1 特別職の給与の特例（給料10％削減） 1
条例改正 市長 2 手数料、指定居宅介護支援等の基準 2
財産取得 市長 3 タブレットパソコンx2、同保管庫 3
契約 市長 3 佐倉図書館建築、機械、電気各工事 3
人事 市長 3 教育委員、人権擁護委員推薦x2 3

請願 市民 2
国の教育予算拡充、義務教育国庫負担制
度堅持、

2

陳情 市民 1
高齢者外出支援・市内公共交通「割引」
制度事業化を求める

0

条例制定 議員 2
政務活動費交付特例条例制定、議員報
酬・期末手当10％削減特例条例制定

1

決議 議員 2
コロナ感染症対策拡充決議、コロナ対策
基金の創設決議

1

意見書 議員 9

国の教育予算拡充、義務教育国庫負担制
度堅持、防災・減災・国土強靭化対策拡
充、地方自治体のデジタル化推進、六ケ
所村核燃料再処理工場反対、少人数教育
の教員確保、PCR検査の体制構築、六ケ
所村再処理工場の稼働中止他、HPVワク
チンリーフレット改定撤回他

4

　議会賛否一覧表
賛成○　賛成少数△　反対×

主な議案

全
体

市
民
オ

ン

ブ

ズ

マ

ン

ひ
ま
わ
り
会

さ
く
ら
会

（
議
長
含

）

公
明
党

自
由
民
主
さ
く
ら

市
民
ネ

ッ
ト

共
産
党

新
社
会
党

高
橋
と
み
お
議
員

玉
城
清
剛
議
員

議員数（合計28名） 28 2 10 4 4 3 2 1 1 1

①　一般会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

②議員報酬特例（報酬期末手当10％
削減）条例制定

△ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

③コロナ対策基金の創設決議 △ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

④佐倉図書館建築工事契約 △ × ○ ○ ○ × × × × ×

⑤六ケ所村核燃料再処理工場反対 △ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ×
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議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
決
算
認
定

昨
年
度
の
決
算
認
定
は
、

一
般
会
計
を
含
め
た
9
件

が
認
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

課
題
は
何
点
も
あ
り
、
今

後
の
注
視
が
必
要
で
あ
る
。

②
コ
ロ
ナ
対
策
の
市
議
の

報
酬
・
期
末
手
当
10
％
削

減
の
条
例
改
正
案
は
否
決

会
派
「
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
ひ
ま
わ
り
会
」
等
10

名
が
、
報
酬
10
％
期
間
６

か
月
と
期
末
手
当
10
％
削

減
案
を
提
出
し
た
。

し
か
し
、
さ
く
ら
会
、

公
明
党
、
自
由
民
主

さ
く
ら
の
17
名
が
反

対
し
、
残
念
な
が
ら

否
決
さ
れ
た
。

③
コ
ロ
ナ
対
策
基
金
創
設

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
し
て
、
基
金
の
創

設
決
議
案
を
提
出
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
も
否
決
さ

れ
た
。

④
新
佐
倉
図
書
館

建
設
工
事
の
契
約

新
佐
倉
図
書
館
の
建
築
、

機
械
、
電
気
工
事
の
契
約

は
可
決
さ
れ
た
。

建
築
は
、
工
事
の
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
た
前
田
建
設

工
業
に
決
ま
っ
た
。
２
０

０
４
年
頃
に
か
け
て
建
物

の
壁
に
廃
棄
物
を
埋
め
て

い
た
。
施
主
は
前
田
に
高

額
を
請
求
見
込
み
。

⑤
六
ケ
所
村
核
燃
料
再

処
理
工
場
反
対

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
が

破
綻
し
て
い
る
の
に
、

再
処
理
工
場
の
安
全
が

確
認
さ
れ
た
。
反
対
の

意
見
書
は
否
決
さ
れ
た
。

８
月
～
９
月
の
佐
倉
市
定
例
議
会
概
要

今
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
「
一
般
質
問
を
７
人
に
削
減
（
昨
年
は
18
人
）
」
「
決

算
委
員
会
を
本
会
議
場
で
開
催
」
「
本
会
議
で
の
討
論
、
質

問
を
3
分
に
時
間
制
限
」
が
行
わ
れ
、
会
期
は
一
週
間
短

縮
さ
れ
た
。
市
長
提
出
議
案
は
25
件
全
て
可
決
さ
れ
た
。トピックス

佐
倉
市
議
会
の
本
会

議
は
、
動
画
が
ネ
ッ

ト
配
信
さ
れ
て
い
る

が
委
員
会
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。

以
前
か
ら
、
委
員

会
も
動
画
ネ
ッ
ト
配

信
を
行
い
た
い
と
の

意
見
が
出
て
い
た
。

そ
こ
で
、
10
月
19

日
の
会
派
代
表
者
会

議
に
て
、

「
委
員
会
の
動
画
ネ
ッ

ト
配
信
の
議
会
改
革

推
進
委
員
会
開
催
」

要
望
書
を
議
長
あ
て

に
10
議
員
か
ら
提
出
し

た
。

今
後
、
議
長
か
ら
議

会
改
革
推
進
委
員
会
に

そ
の
諮
問
が
な
さ
れ
れ

ば
、
同
委
員
会
に
て
話

し
合
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。な

お
現
在
、
県
内
で

は
、
船
橋
市
、
成
田
市
、

流
山
市
、
我
孫
子
市
、

白
井
市
等
に
て
行
わ
れ

て
い
る
。
佐
倉
市
で
も

早
期
の
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
動
画
配
信
の

経
費
は
以
前
に
比
べ
格

段
に
低
下
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
取
り
組
む
べ

き
と
思
う
。

8～9月の議会から

新
佐
倉
図
書
館
の
工

事
の
入
札
は
8
月
に
開

札
さ
れ
た
結
果
、
建
築
、

機
械
、
電
気
の
合
計
は
、

税
込
21
・
９
億
円
で

落
札
さ
れ
た
。

こ
の
契
約
は
議
会

で
可
決
さ
れ
た
の
で
、

正
式
に
発
注
さ
れ
た
。

建
築
工
事
を
受
注

し
た
の
は
前
田
建
設

工
業
。
し
か
し
、
同

社
は
２
０
０
４
年
頃

に
、
石
川
県
の
学
校

施
設
建
設
工
事
に
お

い
て
、
建
築
廃
材
の

石
膏
ボ
ー
ド
を
、
壁

の
隙
間
に
隠
し
て
い
た

こ
と
が
最
近
発
覚
し
た
。

こ
の
行
為
は
違
法
と

考
え
ら
れ
、
現
在
責
任

問
題
に
な
り
、
同
社
の

経
営
に
も
大
き
な
問
題

に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

今
後
は
、
図
書
館
備

品
、
周
辺
土
地
取
得
、

立
ち
退
き
料
な
ど
、
約

６
億
円
程
度
の
予
算
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
換
気
や
入
退

場
シ
ス
テ
ム
な
ど
へ
の

設
計
変
更
の
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。

新
佐
倉
図
書
館
建
設
工
事
の
入
札

佐倉図書館 前田建設工業の問題点

コ
ロ
ナ
対
策
財
源
と
し
て
の

報
酬
・
期
末
手
当
削
減

感
染
防
止
の
た
め
議
会
日
程
短

縮
が
各
議
会
で
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
議
員
の
働
く
議
会
開
会
中
の

時
間
は
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

感
染
症
対
策
や
経
済
対
策
の
た
め

の
財
源
が
求
め
ら
れ
、
各
地
の
議

会
は
報
酬
や
期
末
手
当
を
削
減
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

千
葉
県
内
で
は
、
37
市
中
20
市

議
会
が
何
ら
か
の
削
減
対
策
を
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
佐
倉
市
議
会

は
報
酬
・
期
末
手
当
に
つ
い
て
は

削
減
し
て
い
な
い
。

佐
倉
市
議
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
議
会
日
程

を
短
縮
す
る
な
ど

し
て
取
り
組
ん
だ
。

結
局
、
一
般
質

問
の
簡
素
化
な
ど

に
よ
り
、
議
会
は

通
常
よ
り
１
週
間

短
縮
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
会
議
で

の
質
問
や
討
論
は

3
分
間
以
内
と
い
う

制
限
を
設
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
議

会
の
活
動
は
十
分
行

う
べ
き
と
の
意
見
が

あ
り
、
11
月
議
会
へ

の
取
り
組
み
も
話
し

合
っ
た
。
そ
の
結
果
、

急
な
感
染
拡
大
が
な

い
場
合
は
、
一
般
質

問
は
時
間
短
縮
す
る

が
人
数
制
限
は
な
く
、

日
程
は
短
縮
に
な
ら

な
い
方
向
で
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

議会の会期日程短縮

佐倉市議 藤崎 良次

委員会の動画ネット配信要望

議
会
に
提
出
さ

れ
る
議
案
に
は
、

予
算
、
条
例
、
契

約
、
人
事
、
請
願
、

陳
情
な
ど
各
種
あ

る
が
、
そ
の
賛
否

を
ど
う
す
る
か
、

議
員
は
質
疑
等
を

通
し
て
決
定
す
る

こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
悩

ま
し
い
議
案
も
あ

る
。今

回
提
出
さ
れ

た
補
正
予
算
で
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
佐

倉
図
書
館
建
設
が

同
じ
予
算
の
中
に

入
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
図
書
館

建
設
に
反
対
す
る
と

し
て
採
決
時
に
反
対

す
る
と
、
そ
れ
は
同

時
に
コ
ロ
ナ
対
策
に

も
反
対
す
る
こ
と
に

な
る
。

こ
の
様
な
予
算
の

場
合
、
予
算
か
ら
反

対
部
分
を
削
除
し
た

「
修
正
予
算
」
を
修

正
議
案
と
し
て
提
出

す
る
の
が
現
実
的
で

あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の

佐
倉
図
書
館
建
設
に

関
し
て
は
、
契
約
議

案
が
別
に
あ
る
。
そ

こ
で
、
契
約
議
案
に

反
対
す
れ
ば
、
反
対

の
意
思
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

同一議案内に、賛成部分と反対部分が含まれる場合

編
集
後
記

コ
ロ
ナ
禍
は

一
波
、
二
波
と

続
き
、
ま
だ
そ

の
衰
え
は
は
っ

き
り
し
な
い
中
、

欧
州
で
は
感
染

者
が
急
増
し
て

い
る
。
そ
し
て
、

抗
体
は
数
か
月

で
消
え
る
可
能

性
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
今
後

も
粘
り
強
い
対

策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。


